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11

月
25

日
、
新
和
小
学
校
体
育

館
で
第
13

回
し
ん
わ
楊
貴
妃
竜
の

　

１
月
６
日
、
入
江
公
園
で
鬼
火

焼
き
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
朝

か
ら
地
区
の
有
志
や
振
興
会
役
員

　

新
和
地
区
公
民
館
で
は
10

月
・

11

月
に
「
交
通
安
全
教
育
講
習
」
、

「
消
費
生
活
講
座
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

宮
南
・
大
多
尾
地
区
で
は
「
交

通
安
全
教
育
講
習
」
と
し
て
、
講

師
に
江
浦
む
つ
み
氏
（
天
草
地
区

交
通
安
全
協
会
）
を
招
き
、
最
近

の
交
通
事
情
や
高
齢
者
の
車
道
横

断
時
に
お
け
る
交
通
事
故
に
至
る

ま
で
の
過
程
や
、
そ
の
対
応
策
な

ど
に
つ
い
て
、
腹
話
術
を
交
え
な

が
ら
楽
し
く
講
習
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　

ま
た
、
大
宮
地
・
中
田
地
区
で

は
「
消
費
生
活
講
座
」
と
し
て
講

　

12

月
13

日
、
碇
石
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
周
辺
「
ひ
ま
陣

工
房
」
に
お
い
て
、
「
炭
焼
き
体

験
」
が
行
わ
れ
、
新
和
小
学
校
の

3
年
生
10

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

新
和
町
の
児
童
に
炭
焼
き
を
体
験

　

12

月
２
日
、
ふ
る
さ
と
祭
り
を

碇
石
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
周
辺
で
開
催
し
ま
し
た
。
当
日

は
2
0
0
名
が
来
場
し
、
式
典
、

相
撲
、
演
劇
、
バ
ザ
ー
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

相
撲
場
で
は
、
健
や
か
な
成
長

を
願
う
赤
ち
ゃ
ん
の
土
俵
入
り
が

行
わ
れ
、
地
元
力
士
に
抱
か
れ
、

土
俵
に
上
が
る
と
泣
き
出
し
た
り
、

に
こ
に
こ
笑
っ
た
り
と
様
々
な
表

情
を
見
せ
る
６
名
の
赤
ち
ゃ
ん
を

家
族
や
地
域
の
皆
さ
ん
が
温
か
く

見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
根
収
穫
祭
で
は
、
袋

い
っ
ぱ
い
に
詰
め
込
ん
だ
大
根
を

台
車
に
乗
せ
、
満
足
顔
で
運
ぶ
光

景
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
モ
チ
投
げ
が
行
わ
れ
、

小
雨
の
降
る
中
で
も
た
く
さ
ん
の

待つ間も会話が弾みます

高く組み上げられたやぐら碇石の炭でパンを焼こう！

炭はどうやって作られるの？

赤ちゃん土俵入り

今年も好評！大根収穫祭

振興会だより振興会だより

碇
石
地
区

中
田
地
区

まちの話題

公
民
館
地
域
講
座
を
開
催

公
民
館
地
域
講
座
を
開
催

みんなのハートを掴みます

師
に
橋
野
君
佳
氏
（
熊
本
県
金
融

広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
を
招
き
、

訪
問
販
売
・
健
康
商
法
な
ど
に
お

け
る
高
齢
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

に
関
す
る
対
処
法
に
つ
い
て
の
講

座
を
実
施
。
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な

が
ら
の
ト
ー
ク
に
受
講
者
は
惹
き

込
ま
れ
、
被
害
を
未
然
防
止
す
る

た
め
の
認
識
を
深
め
る
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

で
高
さ
10
ｍ
ほ
ど
の
立
派
な
や
ぐ

ら
を
組
み
上
げ
ま
し
た
。

　

午
後
２
時
に
毎
年
恒
例
の
年
男

が
や
ぐ
ら
に
点
火
す
る
と
、
勢
い

よ
く
燃
え
上
が
り
ま
し
た
。
パ
ン

パ
ン
と
響
く
竹
の
音
に
住
民
が
集

ま
り
、
公
園
内
は
一
気
に
賑
や
か

に
な
り
、
鬼
火
で
暖
を
と
り
な
が

ら
今
年
の
無
病
息
災
と
家
内
安
全

を
祈
り
ま
し
た
。

　

昨
年
よ
り
多
く
の
住
民
が
集
ま

り
、
振
興
会
で
準
備
し
た
お
神
酒

や
豚
汁
な
ど
に
舌
鼓
。
そ
れ
ぞ
れ

が
持
参
し
た
お
餅
を
焼
き
な
が
ら

会
話
も
は
ず
み
、
新
年
最
初
の
交

流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

し
て
も
ら
お
う
と
地
域
団
体
の

「
ひ
ま
陣
会
」
が
毎
年
行
っ
て
い

る
も
の
で
、
児
童
は
、
炭
焼
き
に

つ
い
て
学
び
、
薪
割
り
、
炭
窯
に

薪
を
運
び
入
れ
る
作
業
ま
で
を
体

験
。
最
後
は
、
炭
火
で
焼
い
た
パ

ン
を
食
べ
ま
し
た
。
児
童
ら
は
、

「
う
ま
く
や
け
た
よ
」「
お
い
し

い
ね
」
と
パ
ン
を
ほ
お
ば
っ
て
い

ま
し
た
。

人
が
我
れ
先
に
！
と
モ
チ
を
拾
う

な
ど
終
始
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
、
会

場
は
お
お
い
に
盛
り
上
が
る
１
日

と
な
り
ま
し
た
。

　

第
22

回
し
ん
わ
楊
貴
妃
祭
り
が

11

月
25

日
、
新
和
支
所
駐
車
場
を

メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
、
好
天

に
も
恵
ま
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
多

く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
新
和
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
の
谷
山
二
亮
会
長
が
「
天

草
市
内
外
か
ら
多
数
ご
来
場
者
い

た
だ
き
、
新
和
町
の
活
力
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

早
速
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
子
ど
も

た
ち
に
大
人
気
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

シ
ョ
ー
、
新
和
小
学
校
器
楽
部
の

演
奏
や
Ｊ
Ａ
あ
ま
く
さ
女
性
部
に

よ
る
華
麗
な
ダ
ン
ス
も
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
午
後
か
ら
は
、
し
ん
わ

楊
貴
妃
太
鼓
、
天
草
二
郎
ラ
イ
ブ

シ
ョ
ー
な
ど
で
会
場
も
お
お
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
文
化
情
報
館
や
今
年

度
か
ら
新
た
に
始
め
た
フ
ォ
ト
カ

フ
ェ
（
天
草
の
風
景
に
よ
る
写
真

展
）
も
大
盛
況
で
、
訪
れ
た
人
は
、

晩
秋
の
行
楽
を
お
お
い
に
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

玉
入
れ
選
手
権
が
開
催
さ
れ
、
全

日
本
玉
入
れ
協
会
公
認
大
会
と
し

て
は
６
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
福
岡
県
、
大
分
県
を
始

め
市
内
外
か
ら
21

チ
ー
ム
が
出
場

し
、
約
１
５
０
人
が
参
加
し
て
熱

い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
残
り

１
個
が
入
ら
ず
四
苦
八
苦
す
る
チ

ー
ム
や
強
豪
チ
ー
ム
の
テ
ク
ニ
ッ

ク
に
圧
倒
さ
れ
る
な
ど
会
場
内
か

ら
大
き
な
歓
声
が
沸
き
起
こ
っ
て

い
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
。　

天草の情景展

華麗！ふじちゃんず

新鮮な野菜やお花が勢ぞろい

バザーも大盛況

天草二郎が来たぁ土搗きのリズムに踊りだす

よろこぶ選手 緊張の選手宣誓‼

大健闘した新和病院チーム

◆
大
会
結
果

〈
一
般
の
部
〉

　

優　

勝　

大
分
吉
四
六　
　

（
大
分
県
）
記
録
16

秒
23

　

準
優
勝　

く
ま
モ
ン　
　
　

（
熊
本
市
）

　

第
３
位　

チ
ー
ム
た
か
は
い
（
宮
崎
県
）

〈
楊
貴
妃
の
部
〉

　

優　

勝　

大
分
吉
四
六
レ
デ
ィ
ー
ス　

（
大
分
県
）
記
録
27

秒
39

　

準
優
勝　

新
和
病
院
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
S
（
新
和
町
）

　

第
３
位　

ア
ヤ
と
ゆ
か
い
な
仲
間
た
ち
（
新
和
町
）

白
熱
の
試
合
を
展
開
‼

しんわ楊貴妃

竜の玉入れ選手権を開催
しんわ楊貴妃

竜の玉入れ選手権を開催

第
22
回

し
ん
わ
楊
貴
妃
祭
り
開
催


